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≪2023 年 7 月の魚油の輸入≫ 出典：財務省貿易統計 

2023年 7月 2023年 1月～7月 

輸入量（トン） 金額（千円） 単価（千円/トン） 輸入量（トン） 金額（千円） 単価（千円/トン） 

1,125 468,717 416.6 12,561 4,488,977 357.4 

 

≪魚油の国際価格≫ （単位：US$/トン） 出典：OIL WORLD 

 2023年 7月 2023年 6月 2022年 7月 

Fish oil, any orig, cif N.W. Eur 5,325 5,120 3,200 

≪幹事会のうごき≫ 令和 5年 7月 7日（金）に、本年度第 4回幹事会を（一財）日本水産油脂協会 2階会議室に 

おいて開催した。 

・日本脂質栄養学会よりランズ栄養功労賞が本協議会に授与されることが正式に決まり、その報告があった。 

9 月 8日（金）に川越プリンスホテルで開催される日本脂質栄養学会第 32回大会で授賞式が執り行われる。 

・10月 26日（木）に開催される公開講演会の講師が正式に決まった旨の報告があった。 

・研修会について、当初予定していた場所を変更して、新たに企画することにした。10 月以降の開催を予定して 

いる。 

＜情報＞チリ・ペルーの漁獲量 （単位：トン） 出典：iffo 

 2023年第 34 週 2023年第 33 週 2023年累計 2022年累計 

チリ 9,031 7,079 1,274,974 1,306,914 

ペルー    0    0  808,033 2,657,523 

 

  備前化成株式会社  三澤 嘉久 

  今年の秋は、残暑というよりは猛暑が続いていますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。季節が秋に移りつつあ

るという感覚がまだ持てない人も多いかと思います。 

  秋というと、学問の秋ですが、DHA、EPA 関係では、9 月に恒例となっている学会、日本油化学会、日本脂質栄

養学会が開催されます。この中で、私は、埼玉県川越市で開催されました日本脂質栄養学会第 32 回大会（大会

長 城西大学薬学部栄養生理学 片倉 賢紀先生）に参加してきました。「脂質栄養のみらい～持続可能な脂質栄

養のかたち～」をテーマとし、脂質栄養の未来に向けたセッションがなされ、活発な討議がされていました。 

  この中での一番のトピックスは、DHA・EPA 協議会が、DHA、EPA に関する永年の活動の功績をたたえられ、学

会賞（ランズ賞）栄養功労賞を受賞したことです。授賞式で、協議会の鷹谷会長が表彰を受け、協議会の事務局

の米山さんによる受賞講演が行われました。 

  受賞講演の内容は、設立の経緯として 1992年 7月に水産庁初の研究組合として設立された「DHA高度精製抽

出技術研究組合」のDHA、EPA関連企業が母体となり、1997年 11月に「DHA・EPA協議会」が発足したこと、更に

設立の目的と事業内容、事業展開、今後の展望について講演されました。私がまだ若手だったころ、研究組合に

参画していた経緯もあり、その当時のことを懐かしく思い、感慨深く講演を聴講しました。 

  また、DHA・EPA 協議会の主要行事の一つである第 24 回公開講演会が、2023 年 10 月 26 日（木）に、『食品と

して健康に寄与する DHA・EPA』を主テーマに、3 人の先生方に講演いただきます。また、講演会後の懇親会も予

定されておりますので、講演会参加者との交流も可能となっております。参加申込がまだの方は、以下サイトにて

ぜひとも申し込みをお願いします。 

  https://www.dhaepa.org/lecture.html#02 

 DHA・EPA協議会 
〒151-0062 
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